
01．地域との協働 その③ 02．平成28年の熊本地震で阿蘇地域を
中心に甚大な被害となった。

03．地震発生当初に比べ、ボランティアの
数も減少した。

05．阿蘇地域のホテルにもアンケートをした
ところ、宿泊客の減少、従業員の解雇等、
厳しい状況が分かった。

06．ボランティア希望者と阿蘇の宿泊施設
の問題を解決するため、ボランティア参加型
宿泊プランを企画した。

07．人吉を出発し、八代、宇城、熊本から
の参加者も募集し、阿蘇に行くことにした。

08．ツアー料金ではバスの料金が高額に
なることが判明した。

04．アンケートの結果、ボランティアに参加
したいが、交通手段や宿泊場所等の問題が
あることが判明した。



09．原価計算をしたところ、ツアー料金が予
定の１万円を大きく超えることになった。

10．くま川鉄道様より、国の復興支援政策
「九州ふっこう割」を教えていただいた。

11．企画したツアーが九州ふっこう割の対
象となり、料金を１万円以下にすることがで
きた。

12．ツアー当日、バスの車内では、阿蘇の被
災状況や観光・歴史の情報を紹介した。

13．途中、阿蘇の道の駅に立ち寄り、震災
の語り部、永冨様に震災当時のことをお話し
いただいた。

14．木内農園で破損した苗床の解体
ボランティアを行い。ホテルでは阿蘇の
温泉と郷土料理を楽しんでいただいた。

15．2日目は被災した阿蘇神社や商店街を
ガイドして、お土産も購入していただいた。

16．ボランティアツアー第2弾を熊本県立大
学と共に企画している。



17．今回のツアーで支出した金額を調査し
たところ、全体で94万円となり、復興の一助
になった。

19．阿蘇の観光情報をtrip advisorに多
言語で投稿した。

20．阿蘇の観光PRのための動画を作成
し、youtubeに掲載した。

21．youtubeの視聴回数は800回を超え、
海外からのコメントもいただいた。

22．震災復興のボランティアの確保、観光
情報のＰＲを継続していきたい。

18．ツアーの他、インターネットを活用した
阿蘇地域の観光ＰＲを行った。


